
 
 
 
 
 
 
 
 

 ８ 月 の 活 動 予 定  

８月３日（火） 第一例会 

 

８月２９・３０日（日・月） 西穂高岳 

テント泊 

CL：小林弘 

 

物見の練習は８月２６日まで延長します。 

 

 ９ 月 の 活 動 予 定  

９月７日（火） 第一例会 

 

９月１８or１９日（土 or 日） 中ノ岳 

CL:横澤 

 

 ７ 月 の 活 動 報 告  

 

第４２回北信越国民体育大会スポーツクライミング競技 

日時 ７/10(土)、7/11(日) 

場所 小谷村交流センター ちゃんめろ体育館 

 

県山岳協会東北信支部が取りまとめ、スタッフ参加として

ホワイトバーチより神保さん、内川さん、両西澤さん、両小

林が日を分けて参加しました。スタッフの業務は主に選手

の呼び出し（選手が競技場所に出る前の控え室での準備

など）、コロナ禍での大会なので会場での消毒拭き取り（選

手が入れ替わりした際の椅子の消毒など）という内容でし

た。 

最近はテレビでクライミング競技を見ることはありますが、

実際に競技を見るのはもちろん初めてです。点数競技なの

でルールも厳しく、何よりその競技の持つ雰囲気が感じられ

刺激的でした。表

現は悪いかもしれ

ませんがスポーツク

ライミングは、登ら

せないことを前提と

してコースを設定す

るので選手は落ち

るのが当たり前。ア

ルパインクライミン

グは落ちてはいけ

ないので一口にラ

イミングとは言って

も大分内容が違うも

のだとの感想と持

ちました。それでも

大会スタッフとして参加させてもらい、選手のフィギアエイト

ノットの結び目や末端のロープの長さなどを間近で確認で

きとても参考になり貴重な体験となりました。（小林弘） 

 

 

 

 

７月１７日（日）火打山 

参加者：下井 内川 小林弘 小林ゆ 

天気：快晴 

 

駐車場は、ほぼ満車に近い状況だった。梅雨も明けて今日

は暑くなりそうだ。木々の間から見える空が本当に青い。花

の名所でもある火打山は、シーズン真っ盛りという事もあっ

て多勢の人が入山している。私たちはどんどん抜かれる

が、ゆっくりと進む。十二曲がりを過ぎたが、ここからが急登

だった。高谷池に着くとテント場は色とりどりのテントでいっ

ぱいだった。残雪の残る火打山がとてもきれいだ。 

 そして、ここからが今日のお目当てのお花畑たち。天狗の

庭はワタスゲ、コバイケイソウ、イワウチワ、ハクサンコザク

ラ、もういっぱい。池塘に写る火打山もクッキリと、まるでプロ

が撮った写真の様だ。「この先まだ、いっぱいお花畑がある

から」。何度も火打山に来ている下井ガイドからの頼もしい

言葉。下井さんの指差す方を見ると奥の木々の下に人知れ

ず咲くサンカヨウの群落、キヌガサソウの群落。通りすぎてし

まうところだった。楽しくなってくる

が、その前にこの斜面を登らね

ば。雷鳥平の雪田を過ぎるとミヤ

マキンポウゲ、ミヤマオダマキ（こ

んな色のオダマキは見たことがな

いなあ）。強い日差しだが、吹く風

が気持ち良い。ふっとひら

けると山頂だった。白馬三

山、雪倉岳、朝日岳、焼山

は煙が出てないな。賑わう

山頂で昼食を採る。 

 下山は、もう一度たくさん

のお花畑の中を下る。上

から見る天狗平の湿原が

本当に夏山ら

しい眺めだ。天

狗平で長い休

憩。去り難いが

長い帰り道を考

えて仕方なく出

発。「高谷池よ

山岳クラブ／ホワイトバーチ長野 
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り下は、この道が長いよね、木道が長いよね」と文句を言い

ながら登山口着。 

 夏山らしい美しい景色と花々に囲まれた幸せな登山でし

た。（小林ゆ） 

若槻支所 5:00ー笹ヶ峰キャンプ場 P6:00ー高谷池
9:35/9:50―雷鳥平 10:40―山頂 11:34/12:10―天狗の庭
13:00―高谷池 13:40―キャンプ場 P14:10 
 
 


